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要旨：プレキャスト PC 床版の継手構造としてループ継手があるが,床版厚の薄い場合に適用できず，また継手

部施工に時間と技能工を要するといった課題がある。床版用継手としてこれらの課題を解消した，セメント系

充填材のみを用いる構造を新たに考案した。この構造に対して,充填剤の剛性及びプレキャスト床版との界面

の状態をパラメータとして輪荷重または地震荷重による挙動について解析的な検討を行い,安全性・耐久性・

走行性の点で実現可能であることを確認した。 
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1. はじめに 

我が国の高速道路は高度経済成長期に建設された高

架橋形式が多く，東・中・西日本高速道路㈱が管理する

橋梁において供用後 30 年以上を経過した橋梁の割合が

約 4割ある。これらは供用後の経過年数に加えて車両の

大型化などの使用環境の変化や,積雪寒冷地の供用延長

の増加といった維持管理上の問題などにより,老朽化の

進展並びに変状の発生が顕在化しており,大規模更新・

大規模修繕が計画されている。特に RC 床版は疲労劣化

が顕著であるため，約 230km の取替工事が見込まれてい

る 1) 。 

取替対象となる高速道路は重交通路線であり,工事に

よる交通への影響を最小化するために,取替工事は短期

間で高品質の設計施工が要求される。 

現計画ではプレキャスト PC 床版をループ継手で接続

する工法が標準的なものと想定されている。しかし,こ

の工法には①継手部における鉄筋の曲げ加工の制約に

より床版厚が薄い場合に適用できない,②継手部の施工

に多くの時間を要する,③一度に複数の技能工を集める

必要がある,といった課題がある。そのため,各社で様々

な継手構造が提案されている 2) 。 

筆者らは，この継手構造にセメント系充填材のみを用

いる新しい構造を考案した。本稿ではその新しい継手構

造のコンセプトと解析的検討を行った結果について報

告する。 

 

2. 半連続プレキャスト床版構造 

継手構造を簡略化して，短工期に施工した事例として，

角形鋼管をせん断キーとして用いる構造や，無収縮モル

タルで接合する事例等が挙げられる 3),4) 。しかし，これ

らは床版支間方向のみの異方性床版として設計してお

り，道路橋で用いる場合，等方性版に比べ床版厚の増加

や主鉄筋量の増大は避けられない。 

筆者らは本体となるプレキャスト PC 床版のコンクリ

ートより，ヤング係数が低い充填材を用いることで，工

期短縮とループ継手の省略による脱技能工化を図り,か

つ従来の二辺単純支持等方性版と同様な設計を適用で

きる床版構造を考案した。 

提案構造を成立させるための技術課題として,①パネ

ルの安全性・耐久性,②継手部の安全性・耐久性,③継手

部の走行性,④主桁系断面力に対する影響が挙げられる。

これらの解決のため,まず床版構造について有限要素解

析による充填剤の剛性，プレキャスト床版間継手の界面

の状態をパラメータとした解析を行った。各種要因がパ

ネルに作用する応力度とパネル間段差に与える影響に

ついて検討し,①,②,③を解決するための条件を導いた。

次に,主桁構造を含めた有限要素モデルを用い,従来構

造と提案構造における変位量の違いを調査し,④が大き

くないことを確認した。 

 

3. FEM 解析による床版作用に関する検討 

(1) 解析モデルの概要 

解析に用いたモデルを図-1・図-2 に,材料諸元を表-1

に示す。モデル化した試験体の概要は全幅 2.8m,床版支

間 2.5m,長さ 4.5m,版厚は 0.2m で,2 辺単純支持である。

比較のため,継手が存在しない連続床版モデルと,長さ

方向に 1.5m 間隔で図-3 に示す継手構造を持つ半連続床

版モデル,1.5m 間隔で平滑な断面で分断された非連続床

版モデルを作成した。輪荷重を想定した P=157kN (載荷

面 0.5mx0.4m)をパネル支間中央,橋軸方向中心から前後

1.5m の範囲に載荷した。 

本解析は各種影響要因分析のための比較検討を行う
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表- 3 解析パラメータ  

パラメータ 1: 

界面の状態 

完全剛結状態 

引張無視状態 

界面剥離状態 

パラメータ 2: 

充填材の弾性係数 

EG 

2.0x104 N/mm2 

2.0x103 N/mm2 

2.0x102 N/mm2 

2.0x10 N/mm2 

パラメータ 3: 

継手の隙間幅 

C 

10mm 

20mm 

40mm 

 

 

図- 6 橋軸方向の応力度分布例 
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離がない場合は従来構造との差異は小さい。 

 

 

図- 19 桁に発生する鉛直変位(L 荷重載荷時) 

 

 

図- 20 桁に発生する水平変位(地震荷重載荷時) 

 

 

図- 21 桁に発生する鉛直変位の比率(L 荷重載荷時) 

 

 

図- 22 桁に発生する水平変位の比率(地震荷重載荷時) 

 

5. まとめ 

① 半連続プレキャスト床版構造を考案し，継手充填

材として床版本体より弾性係数が 1/10～1/100 程

度低い材料を用いれば，床版支間方向は従来構造

に比べ 2割程度の応力度比上昇に抑えられ，鉄筋

量の若干増で構成できる。 

② 床版本体より弾性係数が 1/10～1/100 程度低く,

界面剥離を生じさせない程度に付着せん断力を

有する継手充填材を用いた場合は，防水性や舗装

に有害な変形は生じない。 

③ 上記のような継手充填材を用いた場合，橋梁鈑桁

に発生する変位は従来構造に比べ最大１割程度

であり，有害な変形は生じない。 

 

6. おわりに 

今回の解析的検討により,本提案構造は充填材と本体

プレキャスト床版の界面の付着せん断力が重要であり，

今後は充填材の付着せん断性能の検討をするなど，基本

的な要素試験を行う予定である。 
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